
津波避難ワークショップ授業 
 

津波 の性質を理解し 

的確な避難行動をとろう 
 
 

○○高校 ○年生 ＊＊科  
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授業用プレゼン用スライド雛形 



本時の流れ 

① 津波避難シミュレーションの説明（7分） 
② 津波避難シミュレーション（14分） 
③ 避難行動グループ発表の準備（５分） 
④ 発表・意見交換（12分） 
⑤ 津波の性質についての解説とまとめ（7分） 
⑥ アンケート（3分） 
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沖縄市泡瀬  東村有銘  

現在あなた達がいる場所  

スタート地点に駒を置いて下さい 
●赤い丸印がスタート地点です 
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沖縄市泡瀬  

 
 

東村有銘  
現在地周辺の風景  
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https://www.google.co.jp/maps/@26.3061537,127.8170867,3a,75y,1.21h,88.06t/data=!3m4!1e1!3m2!1svfxq8ai0quczkzpgyme49q!2e0
https://www.google.co.jp/maps/@26.3061537,127.8170867,3a,75y,176.77h,88.89t/data=!3m4!1e1!3m2!1svfxq8ai0quczkzpgyme49q!2e0
https://www.google.co.jp/maps/@26.3061537,127.8170867,3a,75y,265.08h,94.62t/data=!3m4!1e1!3m2!1svfxq8ai0quczkzpgyme49q!2e0
https://www.google.co.jp/maps/@26.3061537,127.8170867,3a,75y,86.55h,93.52t/data=!3m4!1e1!3m2!1svfxq8ai0quczkzpgyme49q!2e0


各グループの構成と歩行速度 

道路は３分で100m以内 

高校生２  幼児１  高齢者１ 

東日本大震災で子供や高齢者と 
歩いて避難した人の平均速度 

1.66km/時※ ⇒約２km/時とする 

ひもの目盛が100ｍです 5 

※国土交通省都市局「津波避難を想定した避難路、避難施設の配置及び避難誘導について」（平成25年４月発表）  



道のない山を登る場合は 
３分で等高線１０m以内 
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有銘小中学校（２階建て）には避難できます。 
その場合、１階分の上り下り３分とします。 



これからの流れ 
① スクリーンに気象台からの情報を次々と表示 
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②情報を見て考え、判断し、行動する！ 
③判断の過程はワークシートにメモする 
   情報から何を判断し、どう行動したか 

    該当項目に○、話し合いの発言をメモ 

 

○○情報・・・ 
・・・・・・・ 
（携帯・スマホの画面） 

情報名 
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④「移動する判断」（「移動」に○）をしていたときは、 
  次の「３分経過の合図」時に、 
   ひもの目盛を使って駒を移動させる。 
   
  「移動する判断」をしていなかったときは 
  駒は動かせません 

これからの流れ 



シミュレーションを開始します 
時刻は、もう少しで15時になるところ 

 
穏やかなある日 

皆さんは海の近くで 
のんびり休日を楽しんでいます 

 

雑談をして過ごしてください 

9 



  15/07/22 14：59：50 
緊急地震速報 
沖縄県で強い地震発生 
強い揺れに備えてくださ
い。（気象庁） 

  ギュイン、ギュイン、ギュイン・・・ 

情報名 

おや？突然、携帯・スマホから聞きなれない音が・・・ 
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どうしますか？行動をメモしてください 

15時直前    

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
【注】携帯電話やスマートフォンで緊急速報メールを受信した際に鳴る警告音は、著作権等の関係上、このプレゼンテーション資料内には収録されておりません。docomo、au、ソフトバンクの大手キャリアのウェブサイトで、サンプル音が公開されていますので、そちらを利用してください。検索エンジンで「緊急地震速報　音」といったキーワードで検索すると、関連するページがヒットします。



揺れています 

立っていられないくらい
大きく揺れています！ 

 ちょうど15時  ００：００ （００分００秒）   
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どうしますか？行動をメモしてください 



地震の揺れが収まって
きました 

地震による揺れが発生してから３０秒後 
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００：３０    

行動をメモしてください 



震度速報 
平成２８年○月○日 １５時０１分 
                  気象庁発表 

15時00分頃強い揺れを感じました。 
震度３以上が観測されている地域は次
のとおりです。 
震度６強  沖縄県本島北部、沖縄県 
      本島中南部、沖縄県久米島 
震度５強  鹿児島県奄美南部 

 

情報名 時刻 ０１：３０ 
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大津波警報 
平成２７年７月１４日 １５時０３分 
                  気象庁発表 
大津波警報が発表されました。 
沖縄本島地方       大津波警報 
大東島地方          津波警報 
宮古島・八重山地方     津波警報 
東日本大震災クラスの津波が来襲します。 

ただちに避難してください。        

情報名 時刻 

地震の揺れがおさまって 
   すぐに移動判断 → 100m以内移動 
 移動判断をしなかった→ 駒は動かさない 

０３：００ 

14 



津波情報（津波到達予想時刻・予想される
津波の高さに関する情報） 
平成２７年７月１４日 １５時０４分 
津波到達予想時刻および予想される津波の高さ
は次のとおりです。 
＜大津波警報＞ 
 沖縄本島地方     １４日１５時２０分  巨大 
 大東島地方       津波到達中と推測 巨大 
 宮古島・八重山地方  １４日１５時３０分  高い 
 
震源地は、沖縄本島近海（北緯26.5度、東経128.5度）で、
震源の深さは約２０km、地震の規模（マグニチュード）は
８を超える巨大地震と推定されます。                 

情報名 

時刻 

０４：３０ 
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（地震発生から６分経過） 

大津波警報（03:00）で移動判断 
               → 駒を100m移動 

 
津波情報（04:30）を聞いてから移動判断 

              → 駒を５０m移動 
 

移動判断をしなかった → 駒は動かさない 
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０６：００ 



  
（地震発生から９分経過） 

０６：００のときに 
移動判断をしていた → 駒を100m移動 

ここからは、３分を１分に 
短縮します。 
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０９：００ 



  
（地震発生から１２分経過） 

移動判断をしていた → 駒を100m移動 
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１２：００ 



  
（地震発生から１５分経過） 

移動判断をしていた → 駒を100m移動 
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１５：００ 



  
（地震発生から１８分経過） 

移動判断をしていた → 駒を100m移動 
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１８：００ 



  
（地震発生から２１分経過） 

移動判断をしていた → 駒を100m移動 
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２１：００ 



シミュレーション終了 
（地震発生から約21分経過） 

 
（例） 

①沖縄市県総～津波の高さ６m、遡上高８m 
 

②東村有銘～津波の高さ23m、遡上高31m 

 

津波の第１波が到達しました 
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○ 各グループの到達地点に 
  沖縄県の浸水想定図を重ねます。 
 
 ※あくまでも想定です。 
  実際の巨大津波では異なる状況も考えられ  
 ます。 
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 発 表 
◎ 最終到達地点とルート 
どうしてそのルートを選んだか 

・どんな意見が出たか 
・どの時点で避難を開始したか 
・緊急地震速報でどのように行動？ 
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 解 説 

１ 地震から身を守る 
 
２ 津波の性質を理解し、 
  的確な避難行動をとろう 



  地震から 
身をまもる 
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緊急地震速報 
地震による強い揺れを事前に知らせる 

あわてず、まず身の安全を確保する 

テレビ・ラジオ 

携帯電話 
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 とっさの場合に対応できるように、        
 普段から訓練しておこう 

 突然大きく揺れた場合の行動も同じです 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
緊急地震速報は、地震が発生したときに、地震による強い揺れを事前に知らせる情報です。「あわてず、まず身の安全を確保する」が基本です。家の中ではテーブルなどの下にかくれる。外では、倒れやすいブロック塀や割れやすいガラス窓などから離れる。緊急地震速報を見たり聞いたりしていないときに、突然地震の強い揺れがやって来たときも、とるべき行動は同じです。大事なことは、とっさの場合に対応できるように、普段から訓練しておくことです（イメージトレーニングでもよい！）。



  津波から 
身をまもる 
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 「津波を正しく知る」 
    ⇒「避難のしかたを知る」 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
津波の性質を正しく知って、避難のしかたを知るということが大切です。



津波発生のしくみ 

断層の一例： 
縦ずれ断層型 
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伝わる 伝わる 

① 

② 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
津波が発生するしくみは、こうです。大規模な地震が起こると、海底の断層が大きくずれます。このため、海底が盛り上がったり沈んだりして海底から海面までの海水全体が動きます。これが伝わっていくのが津波です。
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・人が逃げ切れない
速さ 

・巨大な洪水のよう
に長時間流れ込む 
・第一波が押し波の
場合もある 

津波の性質を知ろう 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
海底から海面までの海水が動くので、津波は陸地に近づくと巨大な洪水のように長時間流れ込みます。　“津波がやって来るときは、最初に大きく潮が引く”という人もいますが、必ずしもそうではなく、第一波が押し波の場合もあります。　津波は沖合いではジェット機並みのスピードで伝わってきます。陸地に近づくと次第に速度は落ちますが、それでも短距離のオリンピック選手並のスピードで陸地に上がってくるので、津波を見てからではとても逃げることはできません。
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“普通の波”と 
津波の 

ちがいを見てみよう 
 

動画 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（動画をクリック）津波と普通の波は全然ちがいます。　これは実験の映像です。普通の波は水の表面近くだけが動いていて、寄せては返します。津波は、水の底から表面までの全体が動き、ずーっと押し寄せ続けます。これは、高さ５０cmの津波が来るところに人が立っていたらどうなるか、という実験です。本物の人です。ひざの高さくらいしかないわずか５０cmの津波ですが、人が流されてしまいます！　
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津波から身をまもる 
 基本中の基本 

  すぐ避難！ 

より高いところへ！ 

 揺れがおさまってから冷静に 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
「ですから、津波から身を守ることの基本中の基本は、これです！　　　　　　　『すぐ避難する』、『より高いところへ避難する』津波はものすごいスピードと破壊力でやってきて、どんどん陸地を駆け上がります。だから、すぐに避難！　避難して『ここなら安心』と思わず、さらに高い場所をめざしましょう。ただし、地震の揺れが大きいときは危ないので、揺れが収まってから冷静に行動しましょう。」
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揺れが大きくなくても 
津波が押し寄せることがある 

明和の大津波（1771年） 

３０ｍ超 死者１万人以上 

地球の反対側から約24時間かけて 

チリ地震による津波（1960年） 

沖縄でも４ｍ 死者３名 

揺れはそれほど大きくなかった 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
津波は遠くまで伝わり、地震の揺れがそれほど大きくなくても、あるいは揺れをまったく感じなくても津波がやってくることがあります。　1771年の明和の大津波では、地震の揺れはそれほど大きくなかったようですが、30mを超える大津波がやって来て、宮古島、石垣島で１万人以上の死者がありました。　1960年に地球の反対側、南米のチリで発生した巨大地震による津波が約24時間かけて日本へも到達し、沖縄でも４ｍ近い津波があり、３名の犠牲者が出ました。　弱くてもゆっくりとした揺れを長い時間感じたら、　揺れが無くても津波警報を見聞きしたら、すぐに避難することが必要です。
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・海岸に近づくと急
に高くなる 

・繰り返し襲来し、後か
ら来る波が高くなること
もある 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
津波は海岸に近づくと急に高くなり、特にＶ字型の湾の奥や岬の先端では高くなります。　また、津波は繰り返し襲来し、後から来る波が高くなることもあります。　これは、2010年のチリ中部地震による北海道での津波の観測例です。第一波到達の４時間30分後に最大波を観測しています。ですから、津波警報が解除されるまでは、避難先から戻ってはいけません。



○中学生「津波がくるぞ、にげろ！」  率先避難 
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正しい知識，的確な行動 
○すぐ逃げる 
○まわりにも声をかける 
            ●津波は来ない、との自己判断は危険 

学んだことが、命を守った 

東日本大震災 岩手県釜石市の教訓 

隣の小学校の児童を含め避難した全員が助かった 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2011年の東日本大震災のとき、岩手県釜石市の中学生は、地震の大きな揺れを感じてすぐに「津波が来るぞ、逃げろ！」と声をかけながら、率先して高台への避難を開始しました。これを見た隣の小学校の先生や小学生も津波の危険を感じて、一緒に避難し、小中学生たちは、決められていた避難場所よりもさらに高いところへ避難し、全員が助かりました。「すぐ逃げる」「まわりにも声をかける」と学んできたことが命を守ったのです。みなさんも、今日学んだことを活かして、いざというときに自分とまわりの人の命を津波から守ってください。



END 
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以下は補足的な説明です。 
参考にしてください。 
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S波 P波 

揺れてる!! 

緊急地震速報 

(強い揺れ) 

気象庁 

P波 S波 

地震計 

(弱い揺れ) 
気象庁 

データ 

強い揺れが来る前に
緊急地震速報発表 

        緊急地震速報とは   

緊急地震速報から強い揺れ
がくるまで、数秒から数十秒。 38 

地震による強い揺れを事前に知らせる 

地震予知ではない 

震源に近い地震計が 
揺れ（P波）を感知 

震源の位置・規模 
(マグニチュード)・ 
震度を瞬時に予測 

S波 P波 
約７km/秒 約４km/秒 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
※時間があれば説明して下さい。緊急地震速報は、強い揺れが来る前に知らせる情報です。地震予知ではありません。地震が発生すると、Ｐ波、Ｓ波の二つの地震波が発生します。Ｐ波の速度は早いが揺れは小さい、Ｓ波の速度は遅いが揺れは大きい。Ｐ波、Ｓ波の速度差を利用して、まず揺れの小さいＰ波をキャッチして、強い揺れのＳ波が来る前に、緊急地震速報として発表します。速度差を利用するので、震源が近い場所では、速報の提供が間に合わない場合があることや、震度の推定に誤差を伴うなど技術的限界があることを、ご理解ください。



津波に関する警報・注意報等 

分類 高さの区分 
予想される津波の高さ 

数値表現 
（５段階） 定性表現（※） 

大津波警報 
10ｍ～ 

５ｍ～10ｍ 
３ｍ～５ｍ 

10ｍ超 
10ｍ 
５ｍ 

巨大 

津波警報 １ｍ～３ｍ ３ｍ 高い 

津波注意報 0.2ｍ～１ｍ １ｍ （表記しない） 

津波予報 
（若干の海面変動） 

（～0.2m） 



津波の高さと遡上高 

津波の高さ 

遡上高 

津波の高さとは、平常潮位からの高さ 

遡上高とは、津波が陸地に押し寄せて 
最も高くなった所 
（津波の高さの２～４倍になることがある） 

東北地方太平洋沖地震では 
岩手県大船渡市綾里湾で最大遡上高40.1m 40 



八重山毎日新聞（1998年5月7日） 

1998年5月4日 石垣島南方沖 M7.7 

 
サ
ザ
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1771年4月24日「明和の大津波」 
 地震の揺れは小さく、石垣島で震度４程度と推定されている。この地震では、高さ最大
30m弱と推定される大きな津波が宮古島・八重山地方を襲い、その被害は溺死者約
12,000人、家屋流失2,000棟余りに上った。地震調査研究推進本部「日本の地震活動（第２版）」 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
1998年5月に石垣島南方沖で発生した地震で津波警報が発表されましたが、その時の、八重山毎日新聞の記事です。石垣市のサザンゲートブリッジでは津波を見学しようと車が列をつくりました。海底の断層が水平方向にずれる「横ずれ型断層」というタイプでたまたま大きな津波が来なかったからよかったものの、津波が来たら大きな被害が出かねません。二度とこのようなことがないようにしたいものです。
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